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たくさんのご応募ありがとう
ございます。
今年も笑顔あふれる有田町で
ありますように。



平成 29 年 新年のごあいさつ

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

明
る
く
豊
か
な
町
の
実
現
に
向
け
て

有
田
町
長

山
口

敏
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
す
こ
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
有
田
町
は
昨
年
２
０
１
６
年
に
日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
４
０
０
年

を
迎
え
ま
し
た
。
４
０
０
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、
有
田
焼
の
歴
史
や
伝
統
を
築

い
て
こ
ら
れ
た
先
人
た
ち
に
感
謝
し
、
次
の
時
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、「
日
本

磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
４
０
０
年
記
念
式
典
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
を
は
じ
め
、「
有

田
町
感
謝
祭
」
や
「
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
、
多
く
の
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
４
０
０
年
有
田
の
魅
力
展
」
な
ど
を
通
し
て
、
有

田
焼
を
は
じ
め
と
す
る
有
田
町
の
魅
力
を
全
国
へ
、
そ
し
て
世
界
へ
発
信
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
な
く
し
て
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
成
功

裏
に
終
え
ま
し
た
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
次
に
つ
な
が
る
４
０
１
年
目
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
昨
年
の
４
０
０

年
事
業
を
糧
と
し
て
、
新
た
な
施
策
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
将
来
へ
つ
な
げ
る
展
開

と
し
て
「
や
き
も
の
だ
け
で
な
く
農
業
や
観
光
も
考
え
た
産
業
の
振
興
」「
ま
ち
づ
く

り
（
道
路
お
よ
び
施
設
の
整
備
）」「
ひ
と
づ
く
り
（
教
育
環
境
の
整
備
、
人
材
育
成
シ
ス

テ
ム
）」「
福
祉
の
向
上
」「
行
財
政
改
革
」
な
ど
を
重
点
目
標
と
し
、
現
在
の
課
題
を

一
つ
一
つ
解
決
し
て
、
皆
さ
ま
と
共
に
地
域
の
夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
使
命
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
愛
あ
る
ま
ご
こ
ろ
の
政
治
」
を
信
条
と
し
て
、
明

る
く
豊
か
な
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
精
進
し
て
い
く
こ
と
を
約
束

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
２
０
１
８
年
は
、
唐
船
城
が
築
城
８
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
歴
史
的
に
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
大
き
な

意
義
が
あ
り
ま
す
。
先
人
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
の
機
会
を
新
た
な
未
来

へ
踏
み
出
す
第
一
歩
と
位
置
づ
け
、
地
域
に
残
る
歴
史
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
、

地
域
や
地
元
有
志
の
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年
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酉

各
事
業
の
動
き
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月

に
「
日
本
磁
器
の
ふ
る
さ
と 

肥
前
」
と

し
て
、
有
田
町
を
含
む
佐
賀
県
・
長
崎
県

の
８
市
町
に
点
在
す
る
歴
史
的
遺
産
が
、

文
化
庁
が
認
定
す
る
「
日
本
遺
産
」
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
遺
産
の
認
定
の
要

素
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
有
田

町
に
は
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を

は
じ
め
、
他
の
地
域
が
望
ん
で
も
得
ら
れ

な
い
魅
力
的
な
財
産
が
豊
富
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
活
か
し
て
、

歴
史
と
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
た
陶
磁
器

文
化
を
中
心
に
観
光
に
も
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
付

加
価
値
の
向
上
お
よ
び
農
産
物
の
認
知

度
向
上
の
た
め
、
地
元
農
家
や
農
産
物
加

工
・
販
売
者
お
よ
び
佐
賀
大
学
と
の
産
官

学
連
携
に
よ
り
、
特
産
品
開
発
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者
お
よ
び
生
産

者
組
織
、
集
落
な
ど
で
ス
ク
ラ
ム
を
組

み
、
農
業
を
実
践
で
き
る
環
境
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

　

商
工
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
国
は
地
域

に
お
け
る
創
業
の
促
進
を
図
る
目
的
で
、

市
区
町
村
が
創
業
支
援
事
業
者
と
連
携

し
て
策
定
す
る
「
創
業
支
援
事
業
計
画
」

を
認
定
し
、
開
業
率
の
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
有
田
町
に
お
い
て
も
昨
年
８
月

に
国
の
認
定
を
受
け
、
有
田
商
工
会
議
所

と
連
携
し
な
が
ら
「
あ
り
た
創
業
ス
ク
ー

ル
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
創
業
支
援
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。今
後
も
商
工
会
議
所
、

町
内
金
融
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
創
業
の
取
り
組
み
の
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か

ら
策
定
準
備
に
入
っ
た
「
第
２
次
有
田
町

総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、
今
後
10
カ
年
の

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
と
な
る
本
計
画
を
、

住
民
と
の
協
働
に
よ
り
平
成
29
年
度
中
に

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
住
民
と
行
政
が
協

働
の
取
り
組
み
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
と

移
住
促
進
を
図
る
た
め
、
町
内
の
地
域
づ

く
り
団
体
や
移
住
支
援
協
議
会
な
ど
が
連

携
し
て
い
く
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
他
、
安
心
安
全
の
た
め
に

有
田
消
防
署
の
改
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道

２
０
２
号
線
の
蔵
宿
地
区
の
歩
道
整
備
を

始
め
、
県
道
伊
万
里
有
田
線
の
幹
線
道
路

整
備
、
県
道
大
木
有
田
線
の
外
尾
山
Ｊ
Ｒ

ガ
ー
ド
下
の
冠
水
対
策
、
そ
の
他
主
要
幹

線
道
路
の
改
良
や
街
路
整
備
に
つ
い
て
、

国
や
県
に
協
力
い
た
だ
き
、
早
期
着
工
・

完
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
し
ま

す
。
な
お
、
県
道
曲
川
心
野
線
改
良
工
事

が
平
成
29
年
度
に
完
了
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

町
道
に
お
い
て
は
、
国
庫
補
助
事
業
を

活
用
し
、
都
市
計
画
道
路
の
町
道
南
原
原

宿
線
の
新
設
に
取
り
組
み
、
道
路
交
通
網

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
ま
す
。
他
の

町
道
に
お
い
て
は
、
道
路
改
良
や
橋
き
ょ
う

梁
り
ょ
う

補
修
整
備
、
道
路
の
維
持
・
修
繕
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

河
川
の
整
備
に
お
い
て
は
、
二
級
河
川

有
田
川
の
「
有
田
川
総
合
開
発
事
業
（
猿

川
ダ
ム
）」
中
止
に
伴
い
、
治
水
・
洪
水

調
節
機
能
を
補
完
す
る
た
め
、
河
川
の
局

部
改
修
を
県
に
要
請
し
て
整
備
を
促
進
し

ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
黒
川
地
区
の
整

備
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
有
田
小

学
校
改
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
普
通

教
室
棟
に
関
し
て
は
、
有
田
の
町
有
林
か

ら
切
り
出
し
た
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
木
造
校
舎
と
な
り
ま
す
。
平
成
30
年

２
月
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。
他
に
も

曲
川
小
学
校
体
育
館
の
修
理
・
改
装
の
ほ

か
、
大
山
小
学
校
・
曲
川
小
学
校
で
は
、

佐
賀
県
の
木
材
を
使
用
し
た
机
・
椅
子
の

導
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、特
別
支
援
教
育
の
充
実
の
た
め
、

臨
時
職
員
の
数
を
増
や
し
た
り
、
学
校
だ

け
で
な
く
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
見

を
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
、
協
働
し
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
る

た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
学
校

運
営
協
議
会
）
の
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

　

福
祉
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
よ
り
新
し
い
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
開

始
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
支
え

合
い
の
体
制
づ
く
り
な
ど
を
推
進
し
、
支

援
が
必
要
な
高
齢
者
に
対
し
、
町
独
自
の

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
で
き

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
体
制

作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
社
会
体

育
の
充
実
の
た
め
に
、
中
央
運
動
公
園
の

夜
間
照
明
設
備
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　

最
後
に
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
、
最

近
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
認
識
が
高
ま
り
、

有
田
町
に
も
多
く
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
重
要
な
財
源
と
な
り
、

未
来
を
担
う
人
づ
く
り
、
地
域
福
祉
の
向

上
な
ど
に
役
立
て
ま
す
。
さ
ら
に
、
や
き

も
の
や
農
産
物
な
ど
の
お
礼
の
品
を
通
し

て
、
有
田
町
の
Ｐ
Ｒ
、
特
産
物
の
開
発
な

ど
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。
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秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ
り

秋
の
有
田
を
満
喫

第
12
回　

「
食
と
器
で
お
も
て
な
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
12
回
秋

の
有
田
陶
磁
器
ま
つ
り
が
11
月
19
日
か
ら
27
日
ま
で
町
内

各
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
期
間
中
に
昨
年
を
上
回
る
約
18
万
８
千
人
が

来
場
。
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
や
各
商
店
会
・
施
設
な
ど
の

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
ゆ
っ
く
り
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
り
紅
葉
散

▲町内各所で紅葉が見ごろを迎え、多くの方が訪れ
ました。
第７回秋の有田写真コンテスト　最優秀賞
「秋の竜門清水」　川㟢信義さん（長崎県佐世保市）

▲普段見られない窯焚き作業を、有田を代表す
る６つの窯元が公開しました。
第７回秋の有田写真コンテスト　薪窯めぐり賞
「上出来の予感」　渕上久男さん（長崎県諫早市）

策
に
出
か
け
た
り
、
お
ま
つ
り
広
場
（
東
出
張
所
前
の
特

設
会
場
）
で
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
グ
ル
メ
を
堪
能
し

た
り
と
、
思
い
思
い
に
秋
の
有
田
を
満
喫
し
ま
し
た
。

▲「有田軽トラ市」では、有田の新鮮
な農産物などが販売されました。

▲東出張所で開催された「みん
なで遊ぼう！ゆるキャラ★フェ
スティバル」では、県内外から
21のゆるキャラが大集合し、
子どもたちに大人気でした。

▲有田陶磁の里プラザでは、丸
ぼうろをチョコペンなどを使
って飾り付ける「デコぼうろ」
体験（写真左）や、佐賀の銘茶と
銘菓を有田の器で味わう「陶
磁の里 茶フェ」（写真右）など
のイベントが開催されました。

▶有田陶磁の里プラザにて「第
34回茶わん供養 有田のちゃ
わん祭り」が開催されました。

◀「FUNステージ」では町内外か
ら18の団体が踊りや演奏など
でまつりを盛り上げました。



有田まちなかフェスティバル
後編

▲第７回秋の有田写真コンテスト
　「棚田の夜まつり」　鈴木寛太郎さん（長崎県佐世保市）

10 月１日から 11 月 30 日まで、２カ月にわたって開催された
「有田まちなかフェスティバル」もついに閉幕。100 を超える

イベントが開催され、町内外から多くの方が来場・参加しま
した。１月号では 11 月 16 日から 30 日に開催されたイベン
トの様子をレポートします。

・	岳の棚田まつり　11 月 22 日・23 日

・	棚田 Tシャツアート展 2016　11 月 21 日～ 27 日
日本の棚田百選にも選ばれている岳の棚田。「棚田 T シャツアート

展 2016」では、稲刈りが終わった棚田に、町内外から募集したデ

ザインがプリントされた T シャツ 266 枚が展示されました。棚田の

一部では季節はずれのひまわりが咲き、22 日の夜にはライトアッ

プも行われるなど、一味違った棚田が訪れた方の心を癒やしました。

「岳の棚田まつり」では岳で採れた農産物や加工品の販売のほか、

動物とのふれあいや餅つきなど、盛りだくさんの祭りとなりました。

CAFE	DE	ARITA	
in	ありフェス

11 月 26 日・27 日
トンバイ塀のある裏通りにカ

フェがオープン。町歩きの合

間に一休みできる癒やしのス

ポットになりました。

折り紙で
あ・そ・ぼ！

11 月 19 日・20 日
日本折紙協会および日本

折紙学会の講師の指導の

もと、参加者は、たこ唐

草を基調とした有田焼柄

の折り紙などを使って箸

有田まちなか
古陶磁オークション

11 月 19 日
57 点 の 古 陶 磁 が 出 品 さ れ、

オークションを開催。参加者

は珍しい古陶磁に目を輝か

せ、品物を吟味していました。

アリタマルシェ
11 月 26 日・27 日
窯元や雑貨店、飲食店など、

２日間で 40 を超す店舗が出

店し、マルシェを開催。こ

だわりの品を求めて多くの

お客さんが訪れました。

・	上有田駅鉄道ふぇすた 2016
・	駅カフェ SARAYAMAマーケット「秋の収穫祭」
11 月 19 日・20 日
上有田駅前広場では、ミ

ニトレインが走るほか、

二ノ瀬地区などで採れた

新鮮な農産物や鉄道グッ

ズ、雑貨などが販売され、

子どもから大人まで多く

の人でにぎわいました。

置きや箱など作りました。ま

た、同協会・同学会に所属す

る 13 人の方の作品も展示され

ました。
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　11月 27日、役場と体育センターおよび周辺地で、

「第４回有田・食と農業まつり」が開催されました。

あいにくの空模様でしたが、多くの方が訪れ大盛況

のまつりとなりました。

　今年も、ＪＡ女性部の協力による戸矢かぶなど

地元新鮮野菜を使用した 1000人分の「元気鍋」や、

ＪＡ青年部などの協力によるつきたての餅が振る

舞われるなど、行列ができるほどの大盛況でした。

　また、生産者が丹精込めて育てた農産物を集め

た「農産物品評会・即売会」では、即売会開始と

同時に地元のおいしい野菜を求めて多くの方が押

し寄せ、あっという間に完売しました。

　体験コーナーでは、木工体験やしめ縄づくり、

動物ふれあい体験、佐世保工業高校によるミニ電

車の試乗のほか、そば打ち体験やピザ作り体験な

どの食にまつわる体験も充実していました。

まつりで広がるみんなの笑顔

有田・食と農業まつり第
４
回

入賞者は下表の通りです。

賞 農産物 名前 地区名
最優秀賞 富有柿 池田周作さん 広　瀬

優秀賞
水菜 佐藤國敏さん 上山谷
ジャガイモ 藤田　満さん 桑木原

優良賞
キヌサヤエンドウ 北川利和さん 上山谷
自然薯 堀　秀紀さん 二ノ瀬
白仁田ねぎ 藤田　満さん 桑木原

　体育センターで行われたステージイベントには、町

内外から 14 団体約 250 人が参加。山谷浮立保存会や

西有田中学校吹奏楽部などが出演し、歌やダンス、楽

器の演奏などで会場を湧かせました。

　今年は前日の 11月 26 日に、役場町民ロビー前広場

にて、前夜祭「棚田横丁」も開催され、参加者はお酒

や食事を通して交流を楽しみました。

農産物品評会
食

１ 元気鍋を頬張る子ど
も / ２ 元気鍋 400 杯限
定でプレゼントされた
セラミーの器 / ３ 棚田
横丁 / ４ 有田農産物フ
ェア / ５ 地区テントで
のバーベキュー / ６ つ

き た て 餅 の 振
る舞い

　今年も多彩なプログ

ラムで観客を楽しませ

てくれた「有田・食と

農業まつり」。心が弾む

ようなおいしいおもて

なしと、それを通して生

まれる笑顔。楽しくて、

どこか心が温かくなる

まつりとなりました。

２

４

１

３

５

６

おいしい
ピザがで
きたよ！
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ステージイベント

７ 西有田中学校吹
奏楽部 / ８ 相撲甚
句の会 / ９同朋・同
朋 天 神・ 同 朋 広 瀬
保育園とセラミー
/10 山 谷 浮 立 保 存
会 /11 喜 龍 乱・ 桜
舞 焱 龍 /12 ブ ラ ス
アンサンブルセラ

ミーズ

13 ス ト ラ ッ
クアウト /14 
木工体験 /15 
しめ縄づくり
/16 ミニ電車
試乗 /17 動物
ふれあい体験
/18 そば打ち

体験

７

８

９

10

11

12

13

14 15

16

17

18

体験コーナー
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１
月
１
日　

年
を
ま
た
い
で
有
田
焼
創
業

４
０
０
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
事
業
を
泉
山

磁
石
場
で
開
催
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ゆ
く
年
く
る
年
で

全
国
放
送
）。

３
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
成
人
式
を
開

催
。
新
成
人
２
２
２
人
の
門
出
を
祝
う
。

10
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
消
防
出
初
式
が

開
催
。
町
内
の
消
防
団
員
４
４
３
人
が
出

席
し
、
観
閲
式
と
小
隊
訓
練
を
行
っ
た
。

24
日　

大
寒
波
の
影
響
で
、
町
内
で
も
記

録
的
な
大
雪
を
観
測
。
水
道
管
の
凍
結
・

破
裂
に
よ
り
、
断
水
が
相
次
い
だ
。

２
月
６
日　
「
第
12
回
有
田
雛ひ

い
なの

や
き
も

の
ま
つ
り
」
を
開
催
。

27
日　

有
田
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
が
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
お
さ
い
２
０
１
６
」
を
焱
の
博
記

念
堂
で
上
演
。

３
月
５
日　

平
成
18
年
３
月
１
日
に
２
町

が
合
併
し
、「
有
田
町
」
が
誕
生
。
平
成

28
年
３
月
１
日
に
合
併
10
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
、「
有
田
町
施
行
10
周
年

記
念
式
典
」
を
焱
の
博
記
念
堂
で
開
催
。

６
日　
「
女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田
」
を
焱

の
博
記
念
堂
で
開
催
。

４
月
14
日　

熊
本
県
や
大
分
県
を
震
源
と

す
る「
熊
本
地
震
」が
発
生（
最
大
震
度
７
）。

土
砂
災
害
や
家
屋
倒
壊
な
ど
被
害
が
相
次

８
月
７
日　

消
防
団
夏
季
訓
練
を
中
央
運

動
公
園
で
開
催
。団
員
４
１
２
人
が
参
加
。

11
日　

究
極
の
器
で
至
福
の
佐
賀
の
食

「
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ　

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
」
が
期
間

限
定
で
オ
ー
プ
ン
（
12
月
25
日
ま
で
）。

12
日　

イ
ー
サ
ン
・
モ
ア
さ
ん
が
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
に
就
任
。

20
日　

近
藤
隼
斗
く
ん
（
有
田
中
学
校
３

年
）
が
第
47
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
で

優
勝
を
果
た
す
。

９
月
10
日　
「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団

in
有
田
」
が
焱
の
博
記
念
堂
で
収
録
。

11
日　

町
民
体
育
大
会
開
催
。
有
田
中
学

校
区
は
６
区
が
５
連
覇
を
果
た
し
、
西
有

田
中
学
校
区
は
山
谷
牧
地
区
が
総
合
優
勝

を
果
た
す
。

10
月
１
日　
「
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
（
11
月
30
日
ま
で
）。

１
日　

複
合
観
光
施
設
「
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｎ 

Ａ

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
」
が
オ
ー
プ
ン
。

15
日　

第
69
回
県
民
体
育
大
会
が
開
催

（
16
日
ま
で
）。
有
田
町
か
ら
は
20
競
技
に

参
加
し
、
町
の
部
で
２
位
に
入
賞
。

22
日　
「
日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業

４
０
０
年 

記
念
式
典
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」

を
焱
の
博
記
念
堂
で
開
催
。
秋
篠
宮
眞
子

内
親
王
殿
下
を
は
じ
め
、
町
内
外
の
窯
業

関
係
者
ら
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
有
田
焼
を

2016 年は皆さんにとってどんな年でしたか。
ここでは町の出来事とともに１年間を振り返ってみます。
新年も皆さんにとって素晴らしい１年になりますように。

▲有田焼創業 400 年カウントダウン事業

▲ 近藤隼斗くん全国中学校柔道大会優勝▲ 有田皿山まつり

▲ 成人式

▲ 400 年記念式典

▲ 有田町施行 10 周年記念事業

▲ KILN ARITA オープン

１
月

２
月

３
月

４
月

８
月

９
月

10
月
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い
だ
。
町
内
で
も
震
度
３
を
観
測
し
た
。

25
日　
「
日
本
磁
器
の
ふ
る
さ
と 

肥
前
」

が
日
本
遺
産
に
認
定
。

29
日　
「
第
１
１
３
回
有
田
陶
器
市
」
が

始
ま
る
（
５
月
５
日
ま
で
）。
１
２
０
万
人

が
来
場
。

29
日　
「
九
州
山
口
陶
磁
展
」
か
ら
名
称

を
一
新
し
、「
第
１
１
３
回
有
田
国
際
陶

磁
展
」
を
開
催
（
５
月
８
日
ま
で
）。

５
月
３
日　
「
世
界
料
理
学
会 

in 

Ａ
Ｒ

Ｉ
Ｔ
Ａ
」
が
焱
の
博
記
念
堂
で
開
催
。

22
日　

第
２
区
で
申
年
に
行
わ
れ
る
祭

り
「
平
成
28
年
庚
申
山
王
祭
」
が
開
催
。

６
月
４
日　

上
有
田
地
区
の
活
性
化
と
伝

統
を
受
け
継
ご
う
と
、
白
磁
ヶ
丘
相
撲
場

で
有
田
小
学
校
校
内
す
も
う
大
会
が
開
催
。

７
月
４
日　

七
夕
席
書
会
が
焱
の
博
記

念
堂
で
開
催
さ
れ
、
78
人
が
参
加
。

24
日　

町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

前
期
（
軟

式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
水
泳
）
を
開
催
。（
軟
式
野
球
は

７
月
３
日
に
も
開
催
）

30
日　
「
第
６
回
有
田
夏
祭
り
納
涼
花
火

大
会
」
が
歴
史
と
文
化
の
森
公
園
で
開
催
。

ま
た
、先
人
陶
工
の
碑
前
（
泉
山
）
で
は
「
先

人
陶
工
感
謝
祭
」
お
よ
び
「
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
開
封
式
」
が
行
わ
れ
た
。

築
い
て
こ
ら
れ
た
先
人
へ
の
感
謝
と
今

後
の
有
田
焼
の
更
な
る
発
展
を
誓
っ
た
。

23
日　

有
田
焼
創
業
４
０
０
年
・
新
有
田

町
施
行
10
周
年
を
記
念
し
「
有
田
町
感
謝

祭
」
を
有
田
町
文
化
体
育
館
で
開
催
。

23
日　
「
第
57
回
有
田
皿
山
ま
つ
り
」
が

開
催
。
当
番
区
は
三
区
。
町
内
小
・
中
学

校
か
ら
８
６
５
人
の
児
童
・
生
徒
が
参
加
。

29
日　
「
佐
賀
県
重
要
文
化
財
・
有
田
異

人
館
保
存
修
理
記
念
お
披
露
目
会
～
花

と
陶
芸
の
コ
ラ
ボ
展
～
」
を
開
催
（
11
月

６
日
ま
で
）。

30
日　

町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
後
期
（
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
卓
球
、
駅

伝
競
走
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
）
を
開
催
。

30
日　
「
有
田
町
文
化
祭
」
を
町
内
各
所

で
開
催
（
11
月
13
日
ま
で
）。

11
月
13
日　
「
石
場
相
撲
大
会
」
を
白
磁

ヶ
丘
相
撲
場
で
開
催
。

19
日　
「
上
質
な
暮
ら
し
―
伝
統
の
有

田
、
こ
れ
か
ら
の
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
展
」
を
、

佐
賀
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
と
有
田

陶
磁
の
里
プ
ラ
ザ
で
開
催
（
27
日
ま
で
）。

19
日　
「
第
12
回
秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ

り
」
開
催
（
27
日
ま
で
）。

27
日　
「
第
４
回
有
田
・
食
と
農
業
ま
つ

り
」
を
役
場
と
体
育
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
周

辺
地
で
開
催
。

▲ 有田陶器市

▲ 有田皿山まつり

▲ 山王祭

▲石場相撲大会

▲ タイムカプセル開封式

▲有田・食と農業まつり

年を振り返る2016
５
月

６
月

７
月

11
月2017 年
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

昭和 57 年
当時の学年

生年月日
平成 28 年度の

誕生日で

小学１年生
昭和 49 年４月２日

～昭和 50 年４月１日
42 歳

小学２年生
昭和 48 年４月２日

～昭和 49 年４月１日
43 歳

小学３年生
昭和 47 年４月２日

～昭和 48 年４月１日
44 歳

小学４年生
昭和 46 年４月２日

～昭和 47 年４月１日
45 歳

小学５年生
昭和 45 年４月２日

～昭和 46 年４月１日
46 歳

小学６年生
昭和 44 年４月２日

～昭和 45 年４月１日
47 歳

中学１年生
昭和 43 年４月２日

～昭和 44 年４月１日
48 歳

中学２年生
昭和 42 年４月２日

～昭和 43 年４月１日
49 歳

中学３年生
昭和 41 年４月２日

～昭和 42 年４月１日
50 歳

高校２年生
昭和 39 年４月２日

～昭和 40 年４月１日
52 歳

高校３年生
昭和 38 年４月２日

～昭和 39 年４月１日
53 歳

　昨年７月 30 日の先人陶工感謝祭の際に、昭和 57 年に先人陶工之碑（泉山）に封かんされたタイムカプセルを

開封しました。広報有田９月号でお知らせしましたところ、多くの方が受け取られ、喜んでいただきました。

　１人でも多くの方のお手元に作文をお渡ししたいので、該当される皆さんでお声がけをいただければと思って

※高校１年生に関しては作文の封かんはありませんでした。

おります。ご本人のご都合がつかず、どうして

も受け取りにお越しいただけない場合は、ご両

親やご親戚、ご友人の方などが代理で受け取る

ことができます。

■対象
昭和 57 年当時、有田小学校、有田中部小学校、

有田中学校、有田工業高校に通われていた方

※学年については、右の表をご参照ください。

※当時の封かん時に作文を入れられていない場

合もあります。

■受け取りできる方
本人、両親、兄弟姉妹、親戚、その他左記の方

から依頼を受けた友人など

■場所
有田焼創業 400 年事業事務局（大有田焼会館 2 階）

開封したタイムカプセルの作文をお返ししています
タイム
カプセル

■時間
８時 30 分～ 17 時 15 分

（土曜・日曜、祝日を除く）

※年始は１月４日（水）から

受け取りが可能です。

■問い合わせ
有田焼創業 400 年事業事務局

☎ 25・9340

会議
　

平
成
29
年
度
に
町
内
の
体
育
施
設
（
学

校
施
設
は
除
く
）
で
行
わ
れ
る
各
種
ス
ポ

ー
ツ
大
会
な
ど
の
日
程
調
整
を
行
う
た

め
、
利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
大

会
な
ど
で
体
育
施
設
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、「
利
用
希
望
申
請
書
」
に

ご
記
入
の
上
、
１
月
27
日

（
金
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
調
整
会
議
の

日
程
な
ど
（
２
月
中
旬
を
予

定
）
に
つ
い
て
は
、
申
請
を

さ
れ
た
方
に
別
途
ご
案
内

し
ま
す
。

利
用
調
整
会
議
の
対
象
と

な
る
大
会
▼

全
国
大
会
、
九
州
大
会
、
県

大
会
、
全
町
規
模
の
大
会
、

そ
の
他
町
長
が
認
め
る
規

模
の
大
き
な
大
会
。

※
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
大
会
の
内
容
、
規
模

な
ど
に
よ
り
調
整
の
上
、

決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
町

主
催
の
行
事
を
優
先
し

ま
す
の
で
、
ご
希
望
に
沿

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課

☎
43
・
２
３
１
４

町内体育施設の利用調整会議を開催します
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町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

「恋する器と本―有田焼書店＠九州国立博物館―」
今回も大好評！

　佐賀県有田焼創業 400 年事業の市町連携事業で、

ポップアップギャラリー「有田焼書店」を、九州国立

博物館（福岡県太宰府市）で 11 月 25 日（金）から 27

日（日）の３日間開催しました。

　これは、有田焼や有田町を知らない方にも楽しんで

いただき、ファンになってもらいたいという狙いで、

昨年１月の東京代官山に引き続き開催したものです。

有田焼の器は、技法、デザイン、用途などが非常に多

様であり、まるで “人” のように性格、個性を持って

います。それをキーワードとして書き出し、同じ性格

を持つ本とセットにして、“似たもの同士の恋人たち”

に見立てた 35 組の展示を行いました。

　３日間で約 1,900 人もの方が来場。特に若い女性の

お客さまが多く、長時間滞在して、新しい見せ方によ

るやきものの展示会を楽しんでいただきました。

詳しくは▶商工観光課　☎ 46・2500

有田焼
書店

■１次試験
試 験 日 ▼２月 12 日（日）

試験内容 ▼高等学校卒業程度の教養試験、適性検査

会　　場 ▼有田町役場

■２次試験
試 験 日 ▼２月 27 日（月）

試験内容 ▼作文試験、面接試験

　会　　場 ▼有田町西公民館（予定）

■申込先および申込手続きについて
市販の履歴書に記入の上、役場総務課宛てに郵送す

■試験区分・採用予定人数・受験資格

るか総務課に持参してください。なお、履歴書の上

段左側余白に試験区分の「看護師または保健師」を

記載してください。

■受付期間
　１月４日（水）から１月 31 日（火）まで

　８時 30 分～ 17 時 15 分（土曜・日曜・祝日を除く。）

　※郵送の場合は、１月 31 日（火）の消印有効。

■問い合わせ先
　〒 849-4192　有田町立部乙 2202 番地

　有田町役場　総務課　☎ 46・2111

有田町役場
職員採用試験を実施します

試験区分 採用予定 年齢制限 職務内容 受験資格など

看護師
または
保健師

１人程度
昭 和 56 年 ４
月２日以降に
生まれた方

町立保育園にお
ける児童の健康
管理業務等およ
び一般事務に従
事します。

保健師助産師看護師法による看護師または保健師免許
を取得している方（平成 29 年３月 31 日までに取得見込

みを含む）。なお、平成 29 年４月１日現在で資格免許
を取得できなかった場合は、採用を取り消します。

職員
採用

ご
記
入
の
上
、
１
月
27
日

（
金
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
調
整
会
議
の

日
程
な
ど
（
２
月
中
旬
を
予

定
）
に
つ
い
て
は
、
申
請
を

さ
れ
た
方
に
別
途
ご
案
内

し
ま
す
。

利
用
調
整
会
議
の
対
象
と

な
る
大
会
▼

全
国
大
会
、
九
州
大
会
、
県

大
会
、
全
町
規
模
の
大
会
、

そ
の
他
町
長
が
認
め
る
規

模
の
大
き
な
大
会
。

※
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
大
会
の
内
容
、
規
模

な
ど
に
よ
り
調
整
の
上
、

決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
町

主
催
の
行
事
を
優
先
し

ま
す
の
で
、
ご
希
望
に
沿

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課

☎
43
・
２
３
１
４
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ま
ち

づ
く
り
課
内
「
有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
可
）

申
込
書
▼
役
場
、
東
出
張
所
、
ま
た
は
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
ま
ち
づ
く
り
課
内
）
☎
46
・
２
９
９
０

46
・
２
１
０
０

 m
achidukuri@

tow
n.arita.lg.jp

　

有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

「
女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田
」
で
実
施
す
る

「
赤
ち
ゃ
ん
は
い
は
い
レ
ー
ス
」
の
出
場

者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
▼
３
月
５
日
（
日
）

・
受
付　
　
　

12
時
30
分
～
13
時

・
競
技
開
始　

13
時
30
分
（
予
定
）

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂

参
加
資
格
▼

・
立
ち
歩
き
を
し
な
い
１
歳
未
満
の
乳
児

・
町
内
在
住
者
、
ま
た
は
そ
の
親
族

レ
ー
ス
内
容
▼

・
Ａ
＝
は
い
は
い
ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー
ス

・
Ｂ
＝
は
い
は
い
ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
ス

（
応
募
者
を
ビ
ギ
ナ
ー
・
ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
ス

に
分
け
、
各
コ
ー
ス
５
人
ず
つ
の
３
レ
ー
ス

で
予
選
・
決
勝
を
行
い
ま
す
。）

・
コ
ー
ス
は
４
ｍ
で
、
制
限
時
間
１
分

・
途
中
歩
い
た
場
合
は
失
格

募
集
人
数
▼
各
コ
ー
ス
15
人

賞
品
▼

・ 

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
＝
各
コ
ー
ス
の
優
勝

者
・ 

参
加
賞
＝
全
員

募
集
締
切
▼
２
月
17
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田

「
赤
ち
ゃ
ん
は
い
は
い
レ
ー
ス
」
出
場
者
募
集

募集

FAX

▲ 昨年の「赤ちゃんはいはいレース」の様子

add

準
要
保
護
の
認
定
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　

準
要
保
護
と
は
、
病
気
や
離
職
な
ど
の

理
由
で
、
経
済
的
な
支
援
が
必
要
な
小
中

学
生
を
も
つ
保
護
者
に
対
し
、
お
子
さ
ん

が
安
心
し
て
義
務
教
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を
援
助

す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
認
定
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
要
領
に
よ
り
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
た
書
類
を
も
と
に
、
認
定
基

準
の
該
当
者
で
あ
る
か
ど
う
か
、
教
育
委

員
会
に
諮
り
審
議
さ
れ
た
後
、
認
定
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
期
間
は
、
申
請
を
さ
れ
た
年
度
の

み
で
す
。
平
成
28
年
度
に
認
定
を
受
け
た

方
で
も
、
来
年
度
も
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

①
就
学
援
助
申
請
書　

１
部

②
民
生
委
員
意
見
書

③
所
得
証
明
書
（
役
場
税
務
課
で
発
行
さ

れ
る
世
帯
の
課
税
・
所
得
証
明
）　

１
部

④
現
在
の
収
入
状
況
が
わ
か
る
書
類
（
源

泉
徴
収
票
・
給
与
明
細
〔

〕
な
ど
）

※
申
請
書
は
学
校
教
育
課
に
準
備
し
て

準要
保護

い
ま
す
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
本
町
）

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間
▼

１
月
16
日
（
月
）
～
２
月
10
日
（
金
）

提
出
先
▼

学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

そ
の
他
▼

・ 

認
定
は
、
家
族
全
員
の
手
当
や
年
金
な

ど
を
含
む
す
べ
て
の
収
入
状
況
で
判
断

し
ま
す
。

・ 

認
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
３
月
末
ま
で

に
保
護
者
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
校

教
育
課
（
池
田
）
ま
た
は
地
区
の
民
生

委
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
年
度
途
中
の
申
請
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

☎
43
・
２
３
２
４
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町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

　
「
償
却
資
産
」
と
は
、
事
業
を
営
ん
で

い
る
会
社
や
個
人
が
、
事
業
の
た
め
に
所

有
す
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
お
よ
び
備

品
な
ど
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
所
有
し

て
い
る
償
却
資
産
は
、
固
定
資
産
税
の
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
償
却
資
産
例
は

左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
資
産
は
申
告
の
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
家
屋
（
家
屋
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
照

12
月
下
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま
し
た

固
定
資
産（
償
却
資
産
）の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

固定
資産

明
・
空
調
設
備
な
ど
）

②
無
形
減
価
償
却
資
産（
特
許
権
、営
業
権
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な
ど
）

③
耐
用
年
数
１
年
未
満
の
資
産

④
取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産
で
、

法
人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
一
時
的

に
損
金
算
入
さ
れ
た
も
の
（
少
額
償
却

資
産
）

⑤
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産
で
、

法
人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
３
年
間

で
均
等
償
却
す
る
も
の
（
一
括
償
却
資

産
）

⑥
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
と
な
る
も
の

※
④
⑤
の
場
合
で
も
、
個
別
の
資
産
の
耐

用
年
数
で
通
常
の
減
価
償
却
を
し
て
い

る
と
、
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
償
却
資
産
が
あ
る
と
き
は

　

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
地
方
税

法
第
３
８
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
所
有
す

る
償
却
資
産
の
種
類
・
数
量
・
取
得
時
期
・

取
得
価
格
な
ど
を
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
中
に
資
産
の
増
減
が
無

い
場
合
も
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
・
法

人
番
号
）
の
記
載
に
つ
い
て

　

個
人
の
方
は
12
桁
の
個
人
番
号
を
、
法

人
に
あ
っ
て
は
13
桁
の
法
人
番
号
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

電
子
申
告
が
で
き
ま
す

　

償
却
資
産
の
申
告
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
、
認
証
局
が
発
行
す
る

電
子
証
明
書
に
よ
る
電
子
署
名
が
必
要
で

す
。
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.eltax.

jp/

）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
今
年
度
初
め
て
計
上
す
る

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て

　

事
業
用
に
供
し
て
い
る
太
陽
光
発
電
設

備
な
ど
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
が
発
行

す
る
「
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光
発

電
設
備
に
係
る
設
備
認
定
通
知
書
」
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
初
年
度
の
み
）

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
係

る
課
税
標
準
の
特
例
に
よ
り
、
該
当
す
る

設
備
に
対
し
て
3
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
限
り
、
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
が

3
分
の
2
の
額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
耐
用
年
数

は
17
年
で
す
。

■
申
告
書
の
様
式
に
つ
い
て

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
償
却
資
産
申
告

書
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
く
ら
し
の
情
報
→

税
金
→
固
定
資
産
税

■
申
告
書
提
出
期
間

　

１
月
４
日
（
水
）
～
１
月
31
日
（
火
）

詳
し
く
は
▼
税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

飲食店▶厨房設備、カラオケセットなど

工場▶各種製造設備、受変電設備など

ホテル・旅館▶客室設備、洗濯設備など

建設業▶

パワーショベル、ポータブル発電機など

理容業・美容業▶

理・美容いす、洗面設備など

医院▶ベッド、手術台、Ｘ線装置など

ガソリンスタンド▶

オイルチェンジャー、洗車機など

商売店▶商品陳列ケース、冷蔵庫など

太陽光発電設備▶

事業の用に供している設備、また個人で

10kW 以上の設備を有し売電している場合

など

主な償却資産例
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　各地区の民生委員・児童委員 56 人と主任児童

委員３人が厚生労働大臣から委嘱されました。任

期は平成 28 年 12 月 1 日から３年間です。民生

委員・児童委員は、社会福祉の増進に努めるこ

とを任務とし、住民の立場に立って相談に応じ、

必要な援助を行います。活動するにあたっては、

個人の人格を尊重し、秘密を守ります。

詳しくは ▼ 民生委員・児童委員協議会事務局

（健康福祉課内）　　　　☎ 43・2237

【敬称略】

◎：民生委員・児童委員協議会会長　○：同副会長

◎

○

○

行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

新しい民生委員・児童委員を紹介します

氏名 電話 担当地区

寄田　哲雄 ☎ 42・3579 泉山（一丁目１番～ 13 番、二丁目
全部）

鷹取　富子 ☎ 42・3663 泉山（上記以外）

梶山　京子 ☎ 42・2356 中樽（二丁目７番～ 24 番）

永尾由美子 ☎ 43・2383 中樽（二丁目１番～６番、25 番、
31 番、三丁目）

山口　俊之 ☎ 42・6179 中樽（一丁目）

永尾　勝敏 ☎ 42・4718 上幸平

前田ひとみ ☎ 43・2317 大樽・幸平（二丁目）

池田　順子 ☎ 42・2075 幸平（一丁目）・赤絵町

松尾　葊志 ☎ 42・4342 白川

山口　信弘 ☎ 43・2335 稗古場

木寺　道子 ☎ 42・4520 中の原・岩谷川内（一丁目 1 番全
域、二丁目４番全域、二丁目３番
の 34 号、35 号）

高島　明博 ☎ 43・2463 岩谷川内（上記以外）

田代　和敏 ☎ 42・5845 古木場・境野・戸矢（１班、２班、

６班）

松尾美惠子 ☎ 42・2437 戸矢（３班～５班、７班～ 15 班）

馬場　重信 ☎ 43・2474 大野

関　　弘美 ☎ 42・4531 桑古場

池田美代子 ☎ 42・2741 本町（１班～ 17 班）

小林　　泉 ☎ 43・2211 本町（上記以外）

池田　紀子 ☎ 42・5615 戸杓（１班～９班）

栗山　滿明 ☎ 43・3186 戸杓（上記以外）

永石　 子 ☎ 43・3175 外尾町

大串　弘子 ☎ 42・5447 外尾山

山口　淳子 ☎ 42・2389 丸尾（１班～９班）

樋渡　悦子 ☎ 42・4375 丸尾（10 班～ 18 班）

溝上　康晴 ☎ 42・4065 赤坂

松田　一夫 ☎ 42・3300 黒牟田

原田　宮子 ☎ 42・2724 応法

佐藤　康惠 ☎ 42・4610 南原（上南原）・南原県住・窯ノ辻・
平床１班～４班

中島　利美 ☎ 43・3817 南原（下南原）・東小物成・小溝

中村　　明 ☎ 43・3782 南原（西小物成）・下南山５班～
７班・サンコーポラス

西山　忠信 ☎ 42・4570 南原（三代橋・三代橋県住・西部
団地・清六）

志賀　敏枝 ☎ 42・6084 南山（上南山・下南山１班～４班）

氏名 電話 担当地区

吉永　　博 ☎ 46・4936 原明・代々木

小川　一正 ☎ 46・4826 舞原

岩永　孝則 ☎ 46・4028 楠木原

岩崎　啓子 ☎ 46・3349 上本

岩田　繁成 ☎ 41・2232 下本

岩永　信隆 ☎ 46・3070 北ノ川内

横山百合子 ☎ 46・3068 黒川

福田　正博 ☎ 46・3651 仏ノ原

道津　　功 ☎ 46・4621 下内野

中山　　新 ☎ 46・4654 上内野

木寺　夢路 ☎ 46・4144 蔵宿

藤田　　満 ☎ 46・4352 桑木原

前田あつ子 ☎ 46・2156 山本

福田　安廣 ☎ 46・4475 大木宿

立部　　薫 ☎ 46・5214 立部（ＭＲ線路西側）

池田　和枝 ☎ 46・3185 立部（ＭＲ線路東側）

廣　　照子 ☎ 46・3502 広瀬

坂口つや子 ☎ 46・3155 広瀬山

池田　安幸 ☎ 46・2248 岳

田中　　茂 ☎ 46・3528 山谷切口

柴田　郡司 ☎ 46・2486 上山谷

平川　律子 ☎ 46・3024 下山谷

池田　義久 ☎ 46・3044 山谷牧

池田　桂子 ☎ 46・2009 二ノ瀬

■主任児童委員
吉島　雅子 ☎ 43・3894 中部小・曲川小

納富万里子 ☎ 46・2745 大山小・西有田中

吉野　佳子 ☎ 42・4444 有田小・有田中

【敬称略】

民生委員
児童委員
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町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

　退任される民生委員・児童
委員の皆さんです。長い間お
疲れさまでした。

氏名 住所 在任期間

池田裕美子 （泉　山） ６年０月

副島　英俊 （幸　平） 12 年０月

藤本アツ子 （岩谷川内） ９年０月

山口　　一 （戸　矢） ９年０月

大宅惠理子 （本　町） ４年３月

森　多美子 （丸　尾） ６年０月

松尾　敏正 （赤　坂） ３年０月

福田　政和 （黒牟田） ３年０月

岩永　好正 （南　原） ３年０月

島田ミドリ （南　原） ６年０月

山口　 彦 （舞　原） ３年０月

福島祐一郎 （楠木原） ６年０月

桃谷　法信 （上　本） ６年０月

岩永　浩史 （仏ノ原） ３年０月

木寺　重信 （山　本） ６年０月

上瀧　幸二 （大木宿） ３年０月

岩永　初雄 （立　部） ６年０月

井手　和幸 （広　瀬） ３年０月

今泉美代子 （広瀬山） ６年０月

桒原　和夫 （山谷牧） ６年０月

金武　政博 （二ノ瀬） ３年０月

【敬称略】

自己負担額 一般病床 療養病床
食事代 /1 食 食費 /1 食 居住費 /1 日

区分Ⅱ 90日までの入院 ２１０円 ２１０円 ３２０円90日を越える入院 １６０円

区分Ⅰ １００円 １３０円
老齢福祉年金受給者 １００円 ０円

▼ 表①
医療費自己負担限度額（月額）

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）
区分Ⅱ ８，０００円 ２４，６００円
区分Ⅰ １５，０００円

　被保険者で住民税非課税世帯の方は、申請により「限度額適用・

標準負担額減額認定証」が交付され、医療機関に提示すると、医療

費一部負担限度額および入院時食事（生活）療養費が安くなります。

　すでに認定証をお持ちの方は、申請する必要はありません。

後期高齢者医療

▼ 表②

■対象者および区分について
・ 被保険者で世帯の全員が住民税非課税の方が対象になります。

・ 所得により、「区分Ⅰ」「区分Ⅱ」の２種類があります。

「区分Ⅰ」

　全員が住民税非課税で、かつ加入者一人ひとりの年金収入が 80

万円以下で他に所得がない世帯の方。

「区分Ⅱ」

　全員が住民税非課税で「区分Ⅰ」以外の方。

申請に必要なもの▶
①後期高齢者医療被保険者証

②申請に来られる方の印鑑

③申請に来られる方の身分証明書

④個人番号（マイナンバー）が確認できるもの

■「区分Ⅱ」の長期入院該当者について
　限度額認定証の交付を受けている期間中で、過去 12 カ月間の入

院日数が 90 日を超えた方（長期入院該当者）は、再度申請すること

で食事代がさらに減額される場合があります。医療機関が発行する

領収書を持参してください。

■認定証を医療機関に提示すると・・・
・ 一部負担金が減額されます（表①）。

・ 食事（生活）療養費が減額されます（表②）。

詳しくは▶

・ 健康福祉課　後期高齢者医療担当　☎ 43・2182

・ 県後期高齢者医療広域連合　☎ 0952・64・8476

「限度額適用・標準負担額減額認定証」
の申請はお済みですか

限度額
認定
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図書館からこんにちは

・	東図書館（生涯学習センター　☎ 43・2327）

開館時間　９時	～	18 時　　

休館日　月曜日、１月１日、２日、３日

・	西図書館（役場２階　☎ 46・2915）

開館時間　９時	～	18 時　　

休館日　火曜日、１月１日、２日、３日
※１月９日（月・祝）　西図書館は開館します。

あけましておめでとうございます

１月の開館時間・休館日

　日本ならではの行事が多い１月。伝統文化を大切に

していきたいですね。新年を迎え、新たな目標を立て

られる方もいらっしゃるでしょう。図書館には読みも

のから趣味、実用向けのものまで、たくさん揃ってい

ます。お探しの本や資料が見つからないときや、調べ

おすすめの本
「季節のことば」

（中村和弘 / 監修　岩崎書店）

　季語を中心に、「季節のことば」
をテーマごとに分けてその意味を
解説しています。季節の食材を使
った料理のレシピも掲載されてい
ます。　　　　　　（東図書館所蔵）

「和紙の包み折り」（ブティック社）
　ぽち袋、鶴ののし袋、おひな様の
箸袋など、和紙を使った美しく実
用的な折り紙 72点を紹介していま
す。　　　　　　　（西図書館所蔵）

　春の七草　セリ、ナズナ、ゴギョウ、ハコベラ、
ホトケノザ、スズナ、スズシロ。この七草を
使った「七草がゆ」を一月七日に食べると災
いを避け、万病を除くと言われています。

もので不明な点がございましたら、お気軽

に図書館カウンターまでお尋ねください。

　皆さんのご来館をお待ちしております。

　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

百歳祝

百
歳
祝
い

岩
永
キ
ク
エ
さ
ん

　

11
月
28
日
に
岩
永
キ
ク
エ
さ
ん
（
立
部
）

が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、「
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
く
に
み
」で
お
祝
い
が
あ
り
、

山
口
隆
敏
町
長
が
「
祝
百
寿
」
と
書
か
れ

た
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

手
先
が
器
用
で
、
折
り
紙
を
折
る
の
が

得
意
な
キ
ク
エ
さ
ん
。
毎
日
手
を
動
か
す

こ
と
が
長
生
き
の
秘
訣
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

■  町交際費 11 月   ■
項　目 金　額 備　考

会　費 25,000 円
「400 年有田の魅力展」委員会

懇親会会費他２件

祝　金 10,000 円
陶都有田青年会議所創立 45 周
年記念祝金

雑　費 30,240 円  東京有田会総会時特産品寄贈
合　計 65,240 円

詳しくは ▼  総務課　☎ 46・2111

防災行政無線の
メール登録をお願いします

防災行政無線を聞き逃した場合でも、携
帯電話に届くメールで内容を確認するこ
とができます。
右の QR コードを読み取るか、アドレス

（携帯電話用）「http://www2.town.arita.saga.jp/apmmail/
mob/」から登録をお願いします。
※電話で放送内容を確認するときは☎ 46･2961 まで。

行政ナビ   
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Ｌ
レ オ

ＥＯ鳥が運んでくるマイセンニュース  68

マ イ セ ン の 空 か ら 姉妹都市・マイセンのニュースやドイツ風
ビネット（コラム）をお伝えします。

PROFILE　　カイ・レオンハ－ト
ニックネームはレオ。1965 年マイセン市生
まれ。自営業のアーティスト、デザイナー。
マイセン ･ 有田友好協会の共同設立者、現
在の会長。

明けましておめでとうございます

　2017 年は酉年ですね。ドイツには「鶏（酉）を

拘束しても日が昇る」という古いことわざがあり

ます。ベルリンの壁が崩壊する前、政府が東ドイ

ツの住民をいくら押さえつけても、平和革命が起

こり、明るい社会となったことをこのことわざが

よく表しています。今後も国民（ことわざの中の鶏）

が拘束されることのないよう誰もが望んでいます。

　2017 年は有田とマイセンの姉妹都市締結から

38年目になります。有田とマイセンが分かち合う

日はいつでも、いつまでも新たに昇り、これから

もよい友好関係を築いていけることでしょう。

　鶏は、毎日必ずと言っていいほど卵を産む勤勉な

生き物です。この干支が表す意味のように、2017

年は有田の皆さまにとって勤勉な年になることを

心から願っています。そして、新年が健康や成功、

幸福、そして平和であふれますように。

◀
２
０
１
７
年
の
干
支
で
あ
る
酉
を
モ
チ
ー
フ
に
し
、
有

田
と
マ
イ
セ
ン
の
友
好
を
表
現
し
た
イ
ラ
ス
ト

有田の果物を食べよう♪  ～キンカン～
●キンカンの生産

　町内では、11 戸の生産者がハウスでキンカンを

２万平方メートル栽培し、年間約 23トン出荷してい

ます。糖度が高く甘くておいしいと評判です。

●キンカンの栄養

　キンカンは皮に甘味があるため皮ごと食べられま

す。また、そのまま食べるだけでなく、ゼリー、マ

ーマレード、蜜煮などにも適しています。

　皮にはビタミンCが極めて豊富（可食部 100g 中

49mg）で、５個食べることで、１日に必要なビタミ

ンC量の約半分を取ることができます。また、ビタ

ミンB１、B２、ナイアシ

ン、葉酸などのビタミン

B群が多く、食物繊維も

水溶性・不溶性をバラン

スよくたっぷりと含んで

います。皮や袋に多く含

まれている苦味成分は、抗酸化作用があり、がんなど

を抑制する働きがあるといわれています。

●おいしいキンカンの選び方

　色が少し紅色を帯びた濃い色でつやがあり、粒が大

きく、表面に張りがあって重みを感じるものを選びま

しょう。皮に傷や変色が多かったり、へたが茶色っぽ

く枯れているようなものは避けましょう。

●保存方法

　今の時期であれば室内に置いて１週間程度、冷蔵庫

で保存すると２週間程度は持ちます。保存の際は、乾

燥しないようにビニール袋などに入れるようにしま

しょう。しかし、新鮮な方がおいしいので、なるべく

早く食べるようにしましょう。

●キンカン加工品

　町内では、キンカンを使ったソフトクリームやジャ

ム、甘露煮、大福、パイなどが販売されています。
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№100

「介護の日」に相談会を
開催しました

安心・安全な町づくりへ

地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。
健康福祉課内地域包括支援センター（福祉保健センター）☎ 43・2196

11 月 11 日は「介護の日」でした。この日は県内でも、さまざま

な介護に関するイベントが開催されました。

有田町では、介護相談会、福祉用具の展示、有田健康体操を行い

ました。福祉用具の展示では若い方も興味を示されていました。自

分がその立場にならないと実感が湧かないと言われる福祉分野です

が、こういった機会を作って、福祉が身近に感じてもらえるように

努力していきます。

地域包括支援センターだより

有田町と株式会社セブンイレブンジャパンは、

「高齢者見守り活動等に関する協定」を締結しまし

た。11 月 18 日には、町の介護事業所関係者に集

まっていただき、セブンイレブンジャパンから高

齢者見守り活動について紹介していただきました。

セブンイレブンジャパンのスタッフさんには、

配送サービスで地域を回るときや店舗の中・周辺

などで高齢者の見守り活動を担ってもらい、異変

や異常があれば町に連絡するなど、必要な対応を

してもらえます。
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イベント
▼行事名 ▼日（曜） ▼時間 ▼場所など
町政功労者表彰
名刺交換会

３（火） 12時 30分～ 焱の博記念堂

成人式 ３（火） 14時～ 焱の博記念堂
新春歩く会 ４（水） ８時～ 焱の博記念堂駐車場
官公庁執務始め ４（水）
新年席書会 ７（土） 10時～ 焱の博記念堂

消防出初式 ８（日）
８時 30分～

11時
歴史と文化の森公園

子育てサロン
「ちろりん村」

10（火）・
24（火）

10時 30分
～ 15時

老人福祉センター「ちとせ」

農産物出張販売
13（金）・
27（金）

10時～ 12時 東出張所入口

リサイクルデー 15（日） ９時～ 11時
外尾山防災広場
立部リサイクルステーション
有田町リサイクルプラザ

社協福祉のつどい 29（日） ９時 30分～ 福祉保健センター

予防接種（個別）
▼予防接種名 ▼対象者・備考

ヒブ 生後２カ月～５歳未満

小児肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満

４種混合
（百日咳 ･ジフテリア ･
破傷風・ポリオ）

生後３カ月～
７歳６カ月未満

ＭＲ（麻しん ･風しん）１期 満１歳～２歳未満

日本脳炎		１期 満３歳～７歳６カ月未満

日本脳炎		２期 満９歳～ 13歳未満

２種混合
（ジフテリア・破傷風）	

小学６年生

水痘（水ぼうそう） 満１歳～３歳未満

成人用肺炎球菌

今年度（平成 29年３月 31
日までに）、65歳・70歳・
75歳・80歳・85歳・90歳・
95 歳・100 歳で過去に
接種したことがない方

高齢者インフルエンザ 満 65歳以上の希望者

Ｂ型肝炎ワクチン
平成 28 年４月以降の生
まれで１歳未満

※指定医療機関は健康カレンダーを参照してください。
　また、予約の際に接種日 ･時間をお確かめください。

相談
▼行事名 ▼日（曜） ▼実施時間 ▼場所など

行政書士無料相談会 18（水） 10時～ 12時
東出張所
相談内容：相続、遺言のみ

こころとからだの相談日 月～金
８時 30分～

17時 15分
福祉保健センター

消費生活相談 火・木　　９時～ 16時 30分　　東出張所（☎ 43-2105）

年金相談
（要予約）

11（水） 10時～ 15時 東出張所
　　　　　	予約は住民環境課へ（☎ 46-2114）

障害者相談 月～金
８時 30分～

17時 15分
障害者生活支援センター

（☎ 23-3512）

発達障害児（者）相談
（要予約）

５（木）・
19（木）

10時～ 17時 障害者生活支援センター

予約はNPO法人「それいゆ」へ（☎090-6296-7550）

視覚障害児（者）相談 月～金
８時 30分～

17時 15分
佐賀県立盲学校

（☎ 0952-23-4672）

こころの相談会
（要予約）

24（火）
９時～ 16時　　　西公民館２階
※ 12時～ 13時は除きます

予約は健康福祉課へ（☎ 43-2237）

人権・行政相談 18（水） ９時～ 12時
西公民館	小会議室
生涯学習センター	青少年相談室

介護相談 17（火） 10時～ 12時 有田町社協会館

法律相談
（要予約）

17（火）
13時～ 16時 有田町社協会館

予約は社会福祉協議会へ（☎ 41-1315）

オストメイト相談会
＆情報交換会

26（木）
９時 30分～ 12時　　　伊万里市民交流プラザ
日本オストミー協会　古賀（☎ 090-4510-7503）

※１月の労働相談はお休みです。

休日医
伊万里休日急患医療センター　　　　		☎ 23-9910

休日歯科医
▼日（曜） ▼休日歯科医 ▼電話番号

１（日） まつうら歯科クリニック
（伊万里市新天町）

☎ 20-4300

２（月） 小野歯科医院
（伊万里市山代町）

☎ 28-2066

３（火） イワサキ歯科医院（桑古場）☎ 43-2611

８（日） ますだ歯科医院（本町） ☎ 41-1184

９（月） 岩㟢歯科医院
（伊万里市伊万里町）

☎ 22-4182

15（日） 高瀬歯科医院
（伊万里市二里町）

☎ 22-5828

22（日） むかい歯科医院（本町） ☎ 42-3477

29（日） 山口歯科医院（下本） ☎ 46-5470

保健事業　　　　　　　　　　※場所は福祉保健センターです。　　　 詳しくは

▲

健康福祉課　☎ 43-5065
▼行事名 ▼対象者・備考 ▼日（曜） ▼受付（実施）時間

母子手帳交付と母親学級 妊婦
４（水）・10（火）・16（月）・
23（月）・30（月）

16時～ 16時 15分
（17時まで）

母と子の広場 乳幼児と保護者 23（月）・30（月） （10時～ 12時）

れんげのつどい 乳幼児と保護者 16（月） （10時～ 12時）

４ヶ月健診 平成 28年９月生まれ 31（火） 13時～ 13時 30分

７ヶ月健診・ＢＣＧ接種 平成 28年６月生まれ 24（火） 13時～ 13時 30分

12ヶ月相談 平成 28年１月生まれ 31（火） ９時～ 11時

２歳児相談 平成 26年 12月生まれ 19（木） ９時～ 11時

３歳半健診 平成 25年５月 11日～６月生まれ ５（木） 12時 45分～ 13時 15分

健康トレーニング体験教室 町内在住の方 ４（水）・５（木） 事前に予約が必要です

レディースデイ（乳がん・子宮頸がん検診）（乳）40歳以上・（子）20歳以上の女性 25（水） 13時 30分～ 15時

暮らしのカレンダー　2017 年１月
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有田町の国際交流員、マニュエル・ペーター・サドフスキーさんのコラムです。

ドイツの年末年始の習慣

Deutschland divers vol.15
ド      イ     チ   ュ     ラ   ン   ド　  デ ィ ヴ ェ ル スいろんなドイツ

　F
フ ロ ー エ ス

rohes	n
ノ イ エ ス

eues	J
ヤ ー

ahr	!	 明けま

しておめでとうございます！今年

のお正月はいかがお過ごしですか。

　さて、今回は、ドイツと日本の

年末年始の過ごし方の違いについ

てご紹介します。

　まず、ドイツでは大晦日の夜に

なると家族や近所の方と一緒に、

外で花火を打ち上げて大きな音を

出す習慣があります。これは、な

るべく大きな音を出すことで、悪

霊を追い出せると言われています。

花火は 12月 29 日から、スーパー

やデパートなどでさまざまな種類

のものが販売されています。花火

の打ち上げは 12 月 31 日の 18 時

から翌朝６時までにするようにな

っているので、特に都市部では騒

がしくて一晩中寝られないことも

あります。

　また、B
ブ ラ イ ギ ー セ ン

leigiessen（鉛注ぎ）と

いう、次の年がどんな１年になる

かを占う習慣があります。これは、

大晦日の夜に家族で、固い鉛を乗

せたスプーンをろうそくで温め、

溶けて液体になった鉛を冷たい水

の入ったお皿に注ぎ、できた形を

見て１年の運勢を占います。

　お正月はドイツでもゆっくり過

ごしますが、日本のようなおせち

料理や初詣といった習慣はありま

せん。

　日本では年末が近づくにつれて、

大掃除を行う習慣がありますね。

実は、時期が日本と異なりますが、

ドイツでも同じような習慣があり

ます。ただし、ドイツでは１年が

春に始まり、冬で終わると考えて

いるので、通常であれば冬が終わ

る２月～３月に F
フ リ ュ ー ヤ ー ス プ ッ ツ

rühjahrsputz（春

掃除）を行います。

　今私は日本に住んでいるので、

もちろん年末に大掃除しましたよ。

　皆さん、今年もどうぞよろしく

お願いします！

詳しくは ▼健康福祉課　 ☎ 43・5065

皆さんに役立つ情報を紹介する保健師のコーナーです
保

健
師

と
い

っしょに

先天性風しん症候群を予防しよう！
　～風しん予防接種（任意接種）費用の助成は

平成 29 年３月までです～ 　

●先天性風しん症候群と予防接種

　風しんは飛
ひ

沫
まつ

を介して感染するウイルス感染症で、

子どもが感染しても通常３日程度で治る比較的軽い

病気です。しかし、妊娠初期に風しんに感染すると、

先天性風しん症候群といってお腹の赤ちゃんにも感

染する恐れがあり、心臓の病気・難聴・白内障をも

って生まれてくることが分かっています。

　赤ちゃんへの感染を防ぐためには、妊娠を希望す

る女性は予防接種で免疫をつけること、同居する家

族は予防接種をし、ウイルスを持ち込ま

ないことが大切です。そのため町では、

安心して妊娠・出産ができるように風し

んの予防接種費用を助成しています。

●助成の対象になる方

①妊娠を予定または希望する女性

②風しん抗体価の低い（HI 抗体価 16 倍以下）妊婦の

同居者（夫など）

※これまでに風しんにかかったことがある方、ワク

チン接種を受けたことがある方は対象外です。

※妊娠中は予防接種が受けられません。

●助成内容

・	風しんの予防接種（MRワクチンまたは単独ワクチ

ン）費用に対して 8,000 円を上限に助成

※予防接種費用が 8,000 円に満たない場合はその額

となります。

※助成回数は１人１回までです。

●助成期限

平成 29 年３月 31 日までの接種
●申込方法

助成を希望する方は、町健康福祉課保健師

（☎ 43・5065）までお申し出ください。

●注意事項

女性の場合、接種前１カ月と接種後２カ月間は避妊

する必要があります。
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まちの話題

tow
n topics

　

2017 January

料理を通して子どもたちに食への関心を高めても
らおうと、くわこば保育園の「親子食育セミナ

ー」が福祉保健センターで開催されました。これは町
の食生活改善推進事業の一環で、食生活改善推進員
と協力し、町内
保育園・認定こ
ども園を対象に
実施しているも
の。今回は同園
の 年 長 組 18 人
とその保護者が
参加しました。

12
17

くわこば保育園　親子食育セミナー

食への関心を高めるために

▲親子で協力して、グラタンやミネスト
ローネなどの料理を作りました。

有田そばちょこ展が 11 月１日から 12 月４日まで、
伝統文化の交流プラザ「有田館」で開催されま

した。「そばちょこ」はそばつゆだけでなく、飲み物
やデザートを入れたり、花瓶や小物入れに、と多様な
使い方が注目さ
れています。同
展では、有田の
窯 元 や 商 社 21
社が取り扱う約
200 種類のそば
ちょこが展示販
売されました。

11
19

有田そばちょこ展

そばちょこ 200 点を展示販売

▲買い物客は数あるそばちょこの中から
お気に入りの器を選んでいました。

世界最初の磁器で、有田磁器の源流ともなった中
国磁器を中心に展示した、特別企画展「日本磁

器の源流」が、１月 15 日まで九州陶磁文化館で開催
されています。16 ～ 19 世紀の中国磁器を中心に、そ
の影響を受けて
作られた有田磁
器を比較しなが
ら、有田磁器が
中国磁器に追い
つき、追い越す
までが分かる企
画展です。

12
９

特別企画展「日本磁器の源流」

602 件の作品を展示

▲時代ごとに６章に分けて展開されてお
り、作風の移り変わりを楽しめます。

有田町消防団第３分団第１部１号機械班（仏ノ原・

蔵宿）の積載車が更新配備され、役場前で交付式が

行われました。これまでの車両は 22 年にわたり活用。今

回の更新配備で消火活動はもちろん、地域消防力の向上

に大きな効果が

期待されていま

す。 消 防 団 員 は

地域住民の安心

と安全を守るた

め、 訓 練 や 火 災

警戒に努めてい

ます。

12
６

消防団積載車交付式

地域の安心と安全を守る

▲第３分団第１部の松尾敏弘部長（後列
左）と団員の皆さん

長年、食品衛生の向上発展に貢献したとして、古
川次則さん（岩谷川内）が厚生労働大臣賞を受

賞され、山口隆敏町長を表敬訪問しました。古川さん
は（公社）佐賀県食品衛生協会役員や食品衛生指導員
として尽力。受
賞にあたり「食
を通じて地域貢
献し、有田を元
気にしたい。そ
れには食の安全
が第一です」と
話されました。

11
18

古川次則さん 厚生労働大臣賞受賞

食を通じて有田を元気に

▲食品衛生分野で厚生労働大臣賞を受賞
された古川さん（左）

歳末特別パトロールの出発式が有田幹部派出所で
開かれ、町内の防犯ボランティア 19 団体から

代表者約 70 人が参加しました。出発にあたり陶都有
田自主防犯ボランティア団体連合会を代表し、立部ひ
まわり隊の佐藤
正幸さんが「関
係機関と連携を
強化し、安全で
住みよい地域の
実現に向けて活
動します」と述
べられました。

２
歳末特別パトロール出発式

安全で住みよい地域の実現へ

▲参加者は出発式後、４班に分かれて町
内をパトロールしました。

12
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窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　

県
で
は
、
将
来
の
陶
磁
器
産
業

界
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

研
修
コ
ー
ス
▼

「
ろ
く
ろ
」「
絵
付
」「
製
造
技
術
」

研
修
期
間
▼
６
カ
月

※
１
～
２
年
の
継
続
受
講
可
。

募
集
人
数
▼
20
人
（
３
コ
ー
ス
計
）

募
集
期
間
▼

１
月
５
日
（
木
）
～
31
日
（
火
）

応
募
要
件
▼
陶
磁
器
業
界
へ
の
就

業
を
希
望
す
る
方

面
接
日
時
▼
２
月
11
日
（
土
）

詳
し
く
は
▼
窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー

窯
業
人
材
課
（
有
田
窯
業
大
学
校
内
）

☎ 

42
・
３
１
４
４

平
成
29
年
度 

「
窯
業
人
材
育
成
事
業
」

研
修
生
募
集
（
４
～
９
月
期
）

有
田
工
業
高
等
学
校

募
集
対
象
▼
陶
磁
器
・
デ
ザ
イ
ン
業

界
に
従
事
し
た
い
社
会
人

募
集
人
数
▼

・ 

窯
業
コ
ー
ス　
　
　

７
人

・ 

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス　

７
人

修
了
年
限
▼
２
カ
年

（
週
３
回　

17
時
45
分
～
21
時
10
分
・

実
施
日
未
定
）

応
募
書
類
配
布
開
始
日
・
場
所
▼

１
月
11
日
（
水
）
～

有
田
工
業
高
等
学
校　

事
務
室

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

出
願
期
間
▼

１
月
11
日
（
水
）
～
２
月
３
日
（
金
）

14
時
～
21
時

面
接
日
時
▼
２
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
　

18
時
～

詳
し
く
は
▼

有
田
工
業
高
等
学
校
定
時
制

☎ 

42
・
３
１
３
６

平
成
29
年
度   

有
田
工
業
高
等
学
校
定
時
制

第
41
期
聴
講
生
募
集

　

今
年
も
笑
顔
で
体
力
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
▼
１
月
４
日
（
水
）

８
時
30
分
～(

受
付
：
８
時
～)

コ
ー
ス
▼

①
Ａ
コ
ー
ス
（
約
10 

km
）

②
Ｂ
コ
ー
ス
（
約
５
km
）

※
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
に
参
加
さ
れ
て

も
結
構
で
す
。

集
合
・
受
付
場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂

駐
車
場
（
黒
川
）

参
加
申
込
▼
当
日
受
付

参
加
費
▼
無
料

※
雪
・
小
雨
の
場
合
は
決
行
、
大
雨

の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

※
10
歳
以
下
の
子
ど
も
が
参
加
さ
れ

る
場
合
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願

い
し
ま
す
。

「
新
春
歩
く
会
」
を
開
催
し
ま
す

生
涯
学
習
課　

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課

☎ 

43
・
２
３
１
４

0955 - 43 - 2500
お問い合わせ連絡先

有田ケーブル・ネットワーク ( 株 )

町との連携で暮らしに役立つ情報を提供します。
（町からのお知らせや学校行事・催事情報 etc）

操作は簡単、テレビのリモコンで  d  ボタンを押すだけ！光 計画進行中 !
＝ 只今準備中 ＝

皆さまのお宅まで光ファイバーをお
届けします。ケーブルテレビはもち
ろん、インターネットサービスも快
適環境でご利用になれます。

【有料広告】

第
19
回
有
田
町
子
ど
も
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

有
田
町
陸
上
競
技
協
会　

日
時
▼
１
月
29
日
（
日
）

　
　
　

８
時
～
11
時
（
予
定
）

※
雨
天
中
止
。

場
所
▼
歴
史
と
文
化
の
森
公
園

内
容
▼

・
小
学
１
・
２
年
生
男
女　

６
０
０
ｍ

・
小
学
３
～
６
年
生
男
女１

０
０
０
ｍ

申
込
期
間
▼

１
月
５
日
（
木
）
～
20
日
（
金
）

申
込
先
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　

婦
人
の
家

※
申
込
書
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
婦
人
の
家
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課

☎ 

43
・
２
３
１
４
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平成 28 年分の確定申告
からマイナンバーの記載
が必要です！

平成 28 年分以降の申告には、
マイナンバーの記載

＋
申告者ご本人の本人確認書類の
提示または写しの添付が必要です。
※扶養親族などがいる方は、当該扶養親族

などのマイナンバー記載が必要です。

■マイナンバーカードをお持ちの方は
・ マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身

元確認）が可能です。
・ ご自宅などから e-Tax で送信すれば、本人確認書類の

提示または写しの提出が不要です。

■マイナンバーカードをお持ちでない方は
《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》
・ 通知カード
・ 住民票の写しまたは住民票記載事項証明書（マイナン

バーの記載があるもの）　　　などのうちいずれか１つ

《記載したマイナンバーの持ち主であることを
確認できる書類》

・ 運転免許証　・  公的医療保険の被保険者証
・ パスポート　・  身体障害者手帳
・ 在留カード　　　　　　　  などのうちいずれか１つ

■詳しくは
・ 国税庁ホームページ「社会保障・税番号制度〈マイ

ナンバー〉について」
・ 税務課　☎ 46・2736

＋

　

パ
ソ
コ
ン
の
お
手
入
れ
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

シ
ニ
ア
お
困
り
ご
と
相
談
会

Ｓ
Ｉ
Ａ
佐
賀　

日
時
▼
２
月
11
日
（
土
）

・ 

午
前
の
部　

10
時
～
12
時

・ 

午
後
の
部　

13
時
～
15
時

場
所
▼

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

講
習
室

受
講
料
▼
無
料

募
集
人
数
▼
午
前
の
部
・
午
後
の
部

と
も
６
人
（
先
着
順
）

募
集
期
限
▼
２
月
８
日
（
水
）

申
込
方
法
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

シ
ニ
ア
情
報

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
佐
賀
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

シ
ニ
ア
情
報

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
佐
賀
（
野
中
）

☎ 

０
９
０
・
２
５
１
９
・
１
６
３
８

伊
万
里
税
務
署

確
定
申
告
相
談
会
場
の
開
設

伊
万
里
税
務
署　

　

伊
万
里
税
務
署
の
確
定
申
告
相
談

会
場
は
、
２
月
16
日
（
木
）
か
ら
開

設
し
ま
す
。
受
付
時
間
は
９
時
か
ら

16
時
ま
で
で
す
。

　

２
月
15
日
（
水
）
以
前
の
税
務
署

で
の
相
談
は
、
通
常
時
期
と
同
じ
受

付
体
制
の
中
、
限
ら
れ
た
人
員
で
対

応
し
ま
す
の
で
、
申
告
者
の
皆
さ
ま

を
大
変
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

可
能
な
限
り
相
談
体
制
が
整
う
２

月
16
日
（
木
）
以
降
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
伊
万
里
税
務
署

☎ 

23
・
３
１
４
７

　

法
務
局
、
佐
賀
県
司
法
書
士
会
お

よ
び
佐
賀
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
、
近
年
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る「
所
有
者
不
明
土
地
問
題
」や「
空

家
問
題
」
を
解
消
す
る
た
め
、
相
続

登
記
の
申
請
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。 相

続
登
記忘れ

て
い
ま
せ
ん
か
？

■
相
続
登
記
を
し
な
い
と
…

①
相
続
登
記
を
し
な
い
で
放
置
し
て

い
る
と
別
の
相
続
が
発
生
し
、
相

続
人
が
多
く
な
り
、
手
続
き
が
困

難
と
な
っ
て
費
用
も
か
さ
み
ま

す
。
ま
た
、
遺
産
分
割
の
協
議
が

困
難
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

②
「
土
地
や
建
物
を
売
り
た
い
」「
土

地
や
建
物
を
担
保
に
お
金
を
借
り

た
い
」
と
思
っ
た
と
き
に
、
す
ぐ

に
取
り
引
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
▼

・ 

佐
賀
県
司
法
書
士
会

☎ 

０
９
５
２
・
29
・
０
６
２
６

・ 

佐
賀
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎ 

０
９
５
２
・
24
・
６
３
５
６

佐
賀
地
方
法
務
局　

　

町
で
は
、
昨
年
３
月
に
合
併
10
周

年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
、
町
民

生
活
の
規
範
や
ま
ち
づ
く
り
の
行
動

目
標
と
な
る
「
町
民
憲
章
」
を
制
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
普
及
・
啓
発
の
た
め

ポ
ス
タ
ー
版
町
民
憲
章
（
Ａ
２
サ
イ

ズ
）
を
作
製
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の

方
に
は
総
務
課
ま
た
は
東
出
張
所
に

て
配
布
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の

目
に
触
れ
る
場
所
へ
の
掲
示
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
総
務
課☎ 

46
・
２
１
１
１

ポ
ス
タ
ー
版
町
民
憲
章
を

配
布
し
ま
す

総
務
課　

　ふるさと納税で有田町に寄附いただいた件数と金額を
お知らせします。

■  ふるさと納税   ■

件　数 金　額

平成 28 年 11 月分 4,423 件　 156,415 千円　

平成 28 年度累計 10,852 件　 386,771 千円　

詳しくは ▼  総務課　☎ 46・2111

ARITA 2017.123



情報ステーション情報ステーション InformationInformation

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を募

集
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
課
・
健
康
福
祉
課　

　

町
で

は
、
男
女

共
同
参
画

社
会
の
形

成
の
た
め

の
「（
第
２

次
）
有
田
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」
お
よ
び
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

の
防
止
と
被
害
者
の
保
護
の
た
め
の

「（
第
２
次
）
有
田
町
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支

援
基
本
計
画
」
を
作
成
す
る
に
あ
た

り
、こ
の
計
画
（
案
）
に
町
民
の
方
々

の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
表
す
る
計
画
案
と
資
料

①
有
田
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

（
案
）

②
有
田
町
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
基
本
計

画
（
案
）

■
意
見
募
集
期
間

１
月
26
日
（
木
）
ま
で

■
計
画
案
の
公
表
場
所

①
ま
ち
づ
く
り
課
・
健
康
福
祉
課

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
意
見
の
提
出
方
法

住
所
・
氏
名
（
ま
た
は
団
体
）・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①
電
子
メ
ー
ル

add m
achidukuri@

tow
n.arita.

lg.jp

②
郵
送

〒
８
４
９
・
４
１
９
２

有
田
町
立
部
乙
２
２
０
２
番
地

有
田
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
あ
て

③
直
接
提
出

ま
ち
づ
く
り
課
・
健
康
福
祉
課

④
フ
ァ
ッ
ク
ス

FAX 

46
・
２
１
０
０

詳
し
く
は
▼

・ 

ま
ち
づ
く
り
課

 

☎ 

46
・
２
９
９
０

・ 

健
康
福
祉
課 

☎ 

43
・
２
２
３
７

【有料広告】

弁護士法人みどり法律事務所
弁護士　　鬼  橋  正  敏  （佐賀県弁護士会所属）

事務所　　〒 843 - 0022　佐賀県武雄市武雄町大字武雄字竹下 5663 - 2
　　   TEL ： 0954 - 22 - 6331　　
　　   FAX ： 0954 - 22 - 6332

☆ お誕生日おめでとう ☆
２月生まれ出演者大募集 !!

対 象 者 …２月にお誕生日を迎える町内在住の３歳以下のお子さん
申込方法  …メールまたは郵送でお子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・

性別・地区名・保護者の氏名・電話番号・ 写真にお誕生日
おめでとうメッセージ（40 字以内）を添えて下記係まで。

申込締切日  … １月 10 日（ 火 ）
あ て 先 … 〒 849 - 4192　有田町立部乙 2202　有田町役場　 
　　　　　　総務課　「 お誕生日おめでとう 」係
　　　　　    E メール　soumu@town.arita.lg.jp
※ 応募多数の場合は抽選となります。写真は返却できません。

※ 11 月 16 日から 12 月 15 日までに掲載の申し出をいただいた方々です。

お誕生おめでとう（敬称略）

氏　名 保護者  地　区 
古川　雄大（ゆうだい）宗広・奈美子 岩谷川内

鷹巣　然（ぜん） 遊・起代子 戸　矢

古川　心華（ここは） 信哉・芙美子 黒牟田

前田　優太（ゆうた） 繁章・智香 丸　尾

下村　咲絢（さあや） 耕司・裕子 赤　坂

北島　心葉（ここは） 悠記・莉恵 南　原

井上　緋奈子（ひなこ）祐希・恵美 南　山

　保　蒼依（あおい） 好央・翠 舞　原

前田　望伶（みれい） 侑亮・唯 下　本

山口　瑠奈（るな） 剛・奈緒子 下　本

松尾　晟（じょう） 健・忍 大木宿

おくやみ（敬称略）
氏　名  年　齢           地　区

　富　和子  ８２           中の原

　冨　清香  ８７           大　野

坂井　春秋  ７２           戸　杓

西山　林克  ７０           戸　杓

山川　フデ子  ８６           丸　尾

古賀　尊子  ８３           赤　坂

北野　利男  ９０           南　原

平川　喜代子  ８６           南　原

酒村　志眞子  ９７           上　本

山口　一夫  ９２           黒　川

松尾　桂  ８８           大木宿

川原　シナ  ８９           二ノ瀬

人の動き 　　　　   平成 28 年 12 月１日現在

（前月比）　

人　口   20,531 人 （－２５人）　

男　性 9,610 人 （－　９人）　

女　性 10,921 人 （－１６人）　

世帯数 7,800 世帯 （＋１世帯）　
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けんちゃん１歳おめで

とう！もう少し大きく

大
おお

串
ぐし

	健
けん

真
しん

　くん

平成 28年１月 23日	生まれ

（ 立部 ）

１歳

なったらお山に登った

りキャンプしたりしよ

うね♪

１歳

平成 27年１月 18日	生まれ

三
み

枝
えだ

	桜
さくら

子
こ

	ちゃん

（ 黒牟田 ）

１月生まれお誕生日おめでとう

２歳

桜子ちゃん２歳のお誕生

日おめでとう！お姉ちゃ

平成 28年１月 17日	生まれ

樋
ひ

渡
わたし

	仁
じん

	くん

（ 立部 ）

１歳

立
たて

石
いし

	朔
さく

也
や

　くん

平成 28年１月１日	生まれ
（ 丸尾 ）

お誕生日おめでとう♥甘

えん坊の朔ちゃん♪元気

に す く す く

大 き く な っ

てね！

平成 28年１月 12日	生まれ

お誕生日おめでとう♪敬

大の笑顔がみんな大好き

正
しょう

司
じ

	敬
けい

大
た

　くん

（ 本町 ）

１歳

だよ♡元気いっ

ぱい大きくなっ

てね (^-^)

ヤンチャ坊主！元気過ぎ

て付いていくのが大変で

すが毎日が楽しいです

★いっぱい食べて大きく

なーれ！

平成 28年１月 21日	生まれ

秀
ひで

	優
ゆう

真
ま

	くん

（ 南原 ）

１歳

元気にすくすく育ってく

れてありがとう♡お父さ

んもお母さん

も優くん大好

きだよ !!

平成 28年１月 26日	生まれ

西
にし

田
だ

	健
けん

人
と

	くん

（ 広瀬山 ）

１歳

１歳の誕生日おめでとう

♡これからもいつも笑顔

でお兄ちゃんお

姉ちゃんと仲良

く遊んでね !!

平成 28年１月 30日	生まれ

川
かわ

原
はら

	颯
そう

真
ま

	くん

（ 外尾町 ）

１歳

１歳のお誕生日おめでと

う !! これからも元気に

明 る く 育 っ

てね♡パパ・

ママより

んと仲良く元

気 に 大 き く

なってね♥

【有料広告】
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日時▶４月 29 日（土）～５月７日（日）

有田国際陶磁展

美術工芸品・オブジェ部門

▲第 113 回 有田国際陶磁展
　産業陶磁器部門　経済産業大臣賞
　「白磁光描紋  九寸平皿」　原田 吉泰

▲第 113 回 有田国際陶磁展
　美術工芸品・オブジェ部門　文部科学大臣賞
　「切り継ぎ  －廻－」　森山 寛二郎 作 

品 

募 

集

第 114 回

場所▶美術工芸品・オブジェ部門：九州陶磁文化館
　　　産業陶磁器部門：有田商工会議所

応募条件▶自作で未発表の陶磁作品　ほか
各賞一覧▶
１位　文部科学大臣賞（副賞　100 万円）

２位　佐賀県知事賞（副賞　30 万円）

３位　有田町長賞（副賞　10 万円）

[ 新設 ] 陶都有田国際交流協会賞
　　　 （外国籍の出品者を対象）

など計 15 の賞を予定

産業陶磁器部門

応募条件▶追加生産が可能な製品　ほか
各賞一覧▶
１位　経済産業大臣賞（副賞　50 万円）

２位　佐賀県知事賞（副賞　30 万円）

３位　有田町長賞（副賞　10 万円）

[ 新設 ] 陶都有田国際交流協会賞
　　　 （外国籍の出品者を対象）

など計 20 の賞を予定

お申し込み・お問い合わせ▶
有田国際陶磁展事務局

（有田町役場商工観光課内）

TEL　0955-46-2500　
FAX　0955-46-2100
E-mail　syoko@town.arita.lg.jp
URL　http://www.town.arita.lg.jp/ 
            main/120.html
※募集要項は上記有田国際陶磁展
　ホームページで公開しています。

主催▶佐賀県・有田町・有田商工会議所


